
第６学年 オンラインによる在宅学習 授業実践報告 

 

１ 教科及び単元 

〇 国語科 わたしたちにできること 【全７時間中５・６時間目】 

 

２ 本時の目標 

○ 具体的な事実や考えをもとに、環境問題を改善するための提案文を協力して書く。 

 

３ オンラインによる在宅授業のための本時の主な手立て  

〇４人グループを各クラス１０グループ作り、Meetを使った話   

し合い活動。 

〇 前時までに各グループで話し合い、作成した２点を共有。 

 

〇 上記２点を元に、meet で話し合い、協力してドキュメントに提案文を書けるようにする。 

 

４ 授業の実際 

 子どもたちは、本単元から始めた meet を使ったグループでの話し合いに慣れてきている。話

し合いをしながら共有のドキュメントに、役割分担をして提案文を書く姿が見られた。

Chromebook を利用して授業を行っているため、環境問題に対するテー

マに関して分からないことがあれば Googleで調べたり、必要に応じて提

案文にリンクを貼りつけたりする姿が見られた。教師は各グループを回

ったり、コメント欄を見たりして、いつでも質問に答えられるようにして

いたが、前時までの学習を元に、自分たちだけで学習を進められるグルー

プがほとんどであった。 

５ 授業を終えて 

 〇 今年度より学習指導要領が変わり、「主体的・対話的で深い学び」

が謳われるようになった。在宅学習では特に対話をしながら深めていく

授業が難しいと感じていたが、本時のように、meetとド

キュメントやスプレッドシートなどを組み合わせること

で、対話をしながら思考を深める授業が可能となった。 

①スプレッドシート 

（環境問題に関するテーマ・問題点・解決策が書かれた表） 

②ドキュメント（構成メモ） 
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